
特集特集
　コロナ禍で孤独・孤立に悩む人の問題
が顕在化するなかで、「孤独・孤立対策
推進法案」が、2023（令和５）年 5
月 31 日に成立しました。同法は、国の
責務、孤独・孤立対策の重点計画の作成
等を定めるほか、地方自治体には、対策
に取り組む NPO 法人等の関係機関で構
成される「孤独・孤立対策地域協議会」
を設ける努力義務を課しています。先進
的に取り組んでいる地方自治体の事例を
みながら、支援を行う事業者等に求めら
れる役割を考えます。

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に

孤
独
・
孤
立
の
問
題
が
顕
在
化

　

我
が
国
に
お
い
て
は
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
以

降
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
む
な
か
、
そ
れ

ま
で
定
着
し
て
い
た
終
身
雇
用
、
年
功
賃
金
や
新
卒

一
括
採
用
等
に
基
づ
く
日
本
型
雇
用
慣
行
が
変
化

し
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
有
期
雇
用
労
働
者
、

派
遣
労
働
者
と
い
っ
た
非
正
規
雇
用
労
働
者
が
増
加

す
る
な
ど
、
雇
用
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
等
に
伴
う
情
報
通

信
社
会
の
急
速
な
進
展
等
に
よ
り
、
国
民
の
生
活
環

境
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
急
速
に
変
化
し
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
、

未
婚
化
・
晩
婚
化
等
を
背
景
と
し
て
、
単
身
世
帯
や

単
身
高
齢
者
の
増
加
等
の
社
会
環
境
の
劇
的
な
変
化

が
進
み
、
地
域
社
会
を
支
え
る
地
縁
・
血
縁
と
い
っ

た
人
と
人
の
関
係
性
や
「
つ
な
が
り
」
は
、
希
薄
化

の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
雇
用
環
境
・
生
活
環
境
や
家
族
・
地

域
社
会
の
変
化
は
、
職
場
内
・
家
庭
内
・
地
域
内
に

お
い
て
人
々
が
関
わ
り
あ
い
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て

問
題
を
共
有
し
つ
つ
相
互
に
支
え
あ
う
機
会
の
減
少

を
も
た
ら
し
、「
生
き
づ
ら
さ
」
や
孤
独
・
孤
立
を

感
じ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
生
む
社
会
へ
と
変
化
し

て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
１
月

に
国
内
で
最
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が

確
認
さ
れ
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
に
よ
る
飲
食
店

等
に
対
す
る
休
業
要
請
や
感
染
拡
大
防
止
対
策
、
外

出
自
粛
要
請
が
行
わ
れ
て
以
降
、
人
々
の
生
活
は
一

変
し
た
。
休
業
者
の
増
加
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ま
で

増
加
傾
向
で
あ
っ
た
就
業
者
数
は
女
性
の
非
正
規
雇

用
労
働
者
を
中
心
に
大
き
く
減
少
し
、
就
業
者
の
給

与
水
準
は
減
少
傾
向
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
結
果
と
し
て
、
生
活
の
困
窮
を
は
じ
め
と
し
た
生

活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る
人

が
増
え
、
相
談
支
援
機
関
へ
の
相
談
件
数
の
増
加
等

が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
感
染
拡
大
防
止
措
置
の
影
響
に
よ
り
、
そ

れ
ま
で
行
政
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、社
会
福
祉
法
人
等（
以

下
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
）
が
各
地
域
で
提
供
し
て
き
た
、
地

域
の
子
ど
も
や
高
齢
者
等
の
交
流
・
見
守
り
や
支
え

あ
い
の
場
、
あ
る
い
は
相
談
支
援
を
受
け
る
機
会
等

が
失
わ
れ
た
ほ
か
、
そ
れ
ら
の
提
供
主
体
の
場
に
お

い
て
も
、
直
接
や
対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
な
が
ら
の
支
援
が
必
要
な
人
の
利
用
休
止
や

手
法
の
変
更
等
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

さ
ら
に
、
外
出
自
粛
の
影
響
に
よ
り
、
人
々
が
自

宅
で
家
族
と
と
も
に
過
ご
す
時
間
が
増
加
し
た
こ
と

は
、
家
族
の
親
密
化
を
も
た
ら
す
一
方
で
、
も
と
も

と
折
り
合
い
の
よ
く
な
か
っ
た
家
族
に
と
っ
て
は
家

族
関
係
の
悪
化
が
生
じ
、
閉
塞
感
を
感
じ
る
人
も
少

な
か
ら
ず
存
在
し
た
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

孤
独
・
孤
立

対
策
推
進
法
が
成
立
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２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
か
ら
募
集
が
行
わ
れ
て

お
り
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
は
29
団
体
、

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
度
は
９
団
体
が
取
り
組
み

を
開
始
し
て
い
る
（
図
１
）。

　

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
４
月
に
は
、
孤
独
・
孤

立
の
実
態
把
握
に
関
す
る
全
国
調
査
「
人
々
の
つ
な

が
り
に
関
す
る
基
礎
調
査
」（
２
０
２
１
（
令
和
３
）

年
12
月
実
施
）
の
調
査
結
果
を
公
表
し
た
。
そ
の
内

容
を
み
る
と
、
直
接
質
問
で
、
孤
独
感
が
「
し
ば
し

ば
あ
る
・
常
に
あ
る
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は

4
・
5
％
で
あ
っ
た
一
方
で
、
孤
独
感
が
「
決
し
て

な
い
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
23
・
7
％
で
あ
り
、

残
り
の
約
８
割
の
人
に
は
、
程
度
の
差
は
あ
る
も
の

の
孤
独
感
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
ま
た
、
間

接
質
問
（
孤
独
と
い
う
主
観
的
な
感
情
を
間
接
的
な

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
自
殺
者
数
（
２
０
２
０
（
令

和
２
）
年
）
の
総
数
が
前
年
比
９
１
２
人
増
の
２
万

１
０
８
１
人
（
う
ち
女
性
は
７
０
２
６
人
で
前
年
比

９
３
５
人
増
、
児
童
生
徒
は
４
９
９
人
で
前
年
比

１
０
０
人
増
で
過
去
最
多
）
と
な
り
11
年
ぶ
り
に
対

前
年
比
で
増
加
し
た
こ
と
、
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
は
２
０

２
０
（
令
和
２
）
年
度
で
18
万
２
１
８
８
件
（
前
年

度
比
６
万
２
９
１
２
件
増
）
と
な
っ
た
こ
と
、
児
童

相
談
所
に
お
け
る
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
は
２
０

２
０
（
令
和
２
）
年
度
で
20
万
５
０
４
４
件
（
前
年

度
比
１
万
１
２
６
４
件
増
）
と
な
っ
た
こ
と
、
小
・

中
学
校
に
お
け
る
長
期
欠
席
者
の
う
ち
不
登
校
児
童

生
徒
は
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
度
で
19
万
６
１
２

７
人
（
前
年
度
比
１
万
４
８
５
５
人
増
）
と
な
っ
た

こ
と
等
の
要
因
の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

我
が
国
の
社
会
生
活
を
一
変
さ
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
、
す
で
に
社
会
に
内
在
し
て

い
た
孤
独
・
孤
立
の
問
題
を
顕
在
化
さ
せ
、
あ
る
い

は
一
層
深
刻
化
さ
せ
る
契
機
に
な
っ
た
と
い
え
よ

う
。

　
孤
独
・
孤
立
対
策
担
当
大
臣
を
任
命
し

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
開
始

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
政
府
は
２
０
２
１

（
令
和
３
）
年
２
月
に
孤
独
・
孤
立
対
策
担
当
大
臣

を
指
名
し
て
同
大
臣
が
司
令
塔
と
な
り
、
内
閣
官
房

に
孤
独
・
孤
立
対
策
担
当
室
を
立
ち
上
げ
、
一
丸
と

な
っ
て
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
３
月
以

降
、
全
省
庁
の
副
大
臣
で
構
成
す
る
「
孤
独
・
孤
立

対
策
に
関
す
る
連
絡
調
整
会
議
」
お
よ
び
「
孤
独
・

孤
立
対
策
推
進
会
議
」
の
定
期
的
な
開
催
、
生
活
支

援
や
自
殺
防
止
対
策
等
の
孤
独
・
孤
立
対
策
に
取
り

組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
対
す
る
約
60
億
円
の
緊
急
支
援
、

孤
独
・
孤
立
対
策
の
立
案
に
活
か
す
た
め
の
「
孤
独
・

孤
立
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
（
計
10
回
）

等
を
行
っ
た
。

　

同
年
6
月
18
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
１
」
で
は
、孤
独
・

孤
立
対
策
の
基
本
的
な
方
向
性
が
盛
り
込
ま
れ
る
と

と
も
に
、
関
連
す
る
分
野
・
施
策
と
の
連
携
に
留
意

し
つ
つ
、
孤
独
・
孤
立
対
策
の
重
点
計
画
を
取
り
ま

と
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
９
月
に
は
、
全
国
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
支

援
を
行
う
中
間
支
援
団
体
、
分
野
ご
と
の
全
国
団
体

等
が
集
ま
り
、「
孤
独
・
孤
立
対
策
官
民
連
携
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」（
以
下
、プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
の

設
置
に
向
け
た
準
備
会
合
を
開
催
。
そ
の
後
２
回
の

会
合
を
経
て
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
２
月
に
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
立
し
た
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
は
、
孤
独
・
孤
立
対
策
に
取
り
組
む
多
様
な
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
支
援
組
織
間
の
連
携
お
よ
び
官
民
連
携
を
強
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
孤
独
・
孤
立
対
策
の
取
り
組
み

の
推
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

２
０
２
３（
令
和
５
）年
９
月
１
日
時
点
で
、４
８
２

団
体
（
孤
独
・
孤
立
対
策
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
支

援
団
体
、
全
国
的
に
孤
独
・
孤
立
対
策
に
取
り
組
む

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
へ
の
支
援
を
行
う
中
間
支
援
団
体
、
各
分

野
の
全
国
団
体
、
関
係
府
省
庁
等
）
が
会
員
と
な
っ

て
い
る
。

　

な
お
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
地
方

版
も
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
か
ら
推
進
さ
れ
て

お
り
、
住
民
に
身
近
な
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も

官
・
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
関
係
者
が
連
携
し
て
孤
独
・

孤
立
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

図 1…内閣官房ホームページ「地方版孤独・孤立対策官民プラットフォーム推進事業」より
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地
域
の
福
祉
向
上
と

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す

　
滋
賀
県
米
原
市
に
あ
る
社
会
福
祉
法

人
ひ
だ
ま
り
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
高

齢
者
福
祉
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
地
域
の
福
祉
向
上
に
貢
献
す
る

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
同
法
人
は
、
平
成
15
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
を
設
立
し
、
民
家
改
修
型
の
高
齢
者

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
こ
と
に
始

ま
る
。
事
業
の
立
ち
上
げ
後
、
看
護
師

で
あ
っ
た
理
事
長
の
永
田
か
お
り
氏
が
、

重
症
心
身
障
害
児
の
母
親
か
ら
相
談
を

受
け
、
障
害
児
の
一
時
預
か
り
を
行
っ

た
こ
と
が
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
た
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

地
域
の
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
高
齢

福
祉
・
障
害
福
祉
事
業
を
展
開
し
、
平

成
27
年
6
月
に
社
会
福
祉
法
人
を
設
立
。

　
現
在
は
、
米

原
市
内
に
本

郷
、
一
色
、
米

原
、
近
江
の
4

つ
の
拠
点
を
つ

く
り
、
高
齢
者

福
祉
事
業
で
は

地
域
密
着
型
特

別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
、
認
知
症

高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
、
看

護
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介

護
、
居
宅
介
護

支
援
、
通
所
介

護
、
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介

護
な
ど
、
障
害

福
祉
事
業
で
は

放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
生

活
介
護
、
短
期
入
所
、
相
談
支
援
事
業

な
ど
を
運
営
し
て
い
る
。

令
和
3
年
に
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
複
合
施
設
を
開
設

　
同
法
人
は
、
令
和
3
年
4
月
に
近
江

拠
点
に
お
い
て
、
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
施
設
を
開
設
し
た
。
同
施
設
は
、

重
症
心
身
障
害
児
者
対
応
の
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
生
活
介
護
、
短
期
入

所
を
は
じ
め
、
看
護
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
（
以
下
、「
看
多
機
」）、
訪

問
看
護
、
居
宅
介
護
支
援
、
障
害
者
相

談
支
援
を
併
設
し
た
複
合
施
設
で
あ

る
。
共
生
型
の
指
定
を
受
け
る
事
で
、

ス
タ
ッ
フ
が
相
互
の
事
業
所
の
業
務
を

行
う
か
た
ち
で
運
営
し
て
い
る
。

　
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
施
設
を
開

設
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
永
田
理
事
長

は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
米
原
市
の
あ
る
県
北
部
エ
リ
ア
は
、

地域の医療ケアニーズに
複合施設で対応

　福祉医療機構では、地域の福祉医療
基盤の整備を支援するため、有利な条
件での融資を行っています。今回は、
その融資制度を利用された滋賀県米原
市の近江拠点を取りあげます。同拠点
は、重症心身障害児者対応の放課後等
デイサービス、生活介護、看護小規模
多機能型居宅介護などを併設し、共生
ケアに取り組んでいます。実践するケ
アの取り組みについて取材しました。

— 滋賀県米原市・社会福祉法人ひだまり 近江拠点 —
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施設の概要施設の概要

〒 521−0082
滋賀県米原市能登瀬 1322 − 1
  TEL   0749−54−3355　
  FAX   0749−54−3366
  URL   https://hidamari-shiga.jp

開　　設：令和 3 年 4 月
理 事 長：永田　かおり
併設施設：【近江拠点】 放課後等デイサービス「青

空ひだまり」（定員 10
人）、生活介護「大空ひだまり」（定員 10 人）、短期入所「星空ひだまり」

（4 室）、看護小規模多機能型居宅介護「笑みの家ひだまり」（定員 29 人）、
訪問看護ステーション「ひだまり」、居宅介護支援事業所「居宅ひだまり」、
相談支援事業所「虹色ひだまり」

法人施設：【本郷拠点】 地域密着型特別養護老人ホーム、小規模多機能型居宅介護
　　　　　【一色拠点】 デイサービス、小規模多機能型居宅介護、認知症対応型共同生活介護、

共用型デイサービス
　　　　　【米原拠点】放課後等デイサービス、総合事業通所型サービス

社会福祉法人ひだまり 近江拠点
　　　　　　　 　　　　

oka
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〒105-8486 東京都港区虎ノ門4-3-13ヒューリック神谷町ビル9階
独立行政法人福祉医療機構 総務部 広報課
TEL：03-3438-9240 fax：03-3438-9949
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